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平成30年度一般会計の当初予算を

総額57億3,200万円 決可

３月定例会で
審議したこと
３月定例会で
審議したこと

３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

32
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
・
制
定
廃
止
15
件
、
道
路
認
定
変
更
１
件
、
一
般
会
計
ほ
か
の
平
成
29
年
度
補
正

予
算
６
件
、
平
成
30
年
度
の
各
種
会
計
当
初
予
算
案
８
件
及
び
ポ
ン
プ
場
工
事
契
約
締
結
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
６
議
員
が
15
項
目
の
町
政
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

管
理
職
手
当
に
つ
い
て
、

行
財
政
改
革
の
中
、
ま
た
今

後
公
共
施
設
の
改
修
な
ど
財

政
的
に
厳
し
い
中
、
な
ぜ

71
％
も
の
引
き
上
げ
を
さ
れ

る
の
か
。

　

一
般
職
と
管
理
職
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
、
妥
当
な
数
字

と
思
う
。

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
経
費
面
か
ら

す
る
と
口
座
振
替
の
方
が
安

い
の
で
は
な
い
か
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
利
便
性

を
考
え
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
収

納
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て

い
る
。
今
後
も
口
座
振
替
も

推
進
し
た
い
。

　

広
報
紙
の
作
成
業
務
委
託

を
３
年
で
１
，３
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
で
の
情

報
発
信
と
は
別
の
方
法
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　

広
報
紙
作
成
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
図
り
、
住
民
の
方
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、

30
年
10
月
分
か
ら
高
校
生
ま

で
拡
大
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
領
収
証
の
コ
ピ
ー

が
不
必
要
と
な
る「
現
物
給

付
方
式
」の
状
況
知
り
た
い
。

　

町
内
の
医
療
機
関
に
お
い

て
は
、
今
年
の
10
月
を
目
途

に
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　
佐
々
中
学
校
の
運
動
部
室

横
の
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
過
去
に
話
が
あ
っ

た
が
、
事
務
引
継
ぎ
が
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。

　

必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
今
後
十
分
検
討
さ
せ
て

ほ
し
い
。

一般会計当初予算の主な事業
平成30年度の主な事業

子ども福祉医療費助成事業（高校生まで対象拡大）

皿山公園の遊具設置工事費

旧町立診療所・旧第1保育所・旧里町内会集会所解体工事

町立佐々幼稚園解体工事

予防接種・健康増進事業

母子保健事業（１歳半、３歳、５歳児健診）

道路新設改良事業（道路橋点検補修、舗装補修など）

公営住宅管理事業（口石団地ほか）

障がい者等福祉事業（自立支援給付・通所給付ほか）

児童手当事業（１万円、1万5千円）

予　算　額

3,700万円

工事費のため未記入

工事費のため未記入

工事費のため未記入

7,740万円

2,470万円

2億3,660万円

1億6,890万円

3億5,780万円

2億6,820万円

主

な

質

疑

遊具整備が待たれる皿山公園

質
　
問

質
　
問

回
　
答

質
　
問

質
　
問

回
　
答

回
　
答

質
　
問

回
　
答

回
　
答
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支出の内訳

支出(歳出)
57億3,200万円

収入(歳入)
57億3,200万円

総務費
７億3,677万円
（12.8%）

民生費
16億8,470万円
（29.4%）

町税
15億5,224万円
（27.1％）

繰入金
４億5,692万円
（8.0％）

その他自主財源
５億588万円
（8.8％）町債

３億6,560万円
（6.4％）

地方交付税
13億4,000万円
（23.4％）

国・県支出金
11億8,716万円
（20.7％）

その他
依存財源

３億2,420万円
（5.6％）

土木費
９億7,781万円
（17.1%）

教育費
５億6,447万円
（9.8%）

公債費
４億9,365万円
（8.6%）

その他
３億9,944万円
（7.0%）

収入の内訳

庁舎管理・選挙などに
かかるお金

高齢者・障がい者福祉や
保育園、児童手当などに
かかるお金

町民税、固定資産税など
町民の皆さんから納めら
れる税金

特別会計や基金から
持ってくるお金

使用料
手数料など

国や銀行から
借りるお金

行政の格差をなくす
ため、国が交付する
お金

国・県からの
補助金など

地方譲与税、
利子割交付金など

衛生費
６億7,017万円
（11.7%）

農林水産業費
２億499万円
（3.6%）

予防接種・検診・ごみ処理
などにかかるお金

農業対策などに
かかるお金

道路や河川の整備・
維持にかかるお金

給食や小・中学校、
スポーツ施設の維持
管理などにかかるお金

町債として借りた
お金の返済など

消防費、商工費、
議会費など

自主財源
町で集めたお金

25億1,504万円
（43.9％）

依存財源
国・県・借入金に頼ったお金

32億1,696万円
（56.1％）
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国
民
健
康
保
険
税
は
、
平

成
30
年
４
月
か
ら
全
国
的
に

「
都
道
府
県
化
」が
実
施
さ

れ
、「
長
崎
県
」が
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
し
、
国
保
手
続
き
や

国
保
税
の
納
入
な
ど
は
今
ま

で
ど
お
り「
佐
々
町
」が
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
課
税
さ
れ

て
い
た
資
産
割
の
20
％
は
廃

止
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
の
要
介
護（
要
支
援
）

認
定
者
数
は
、
全
国
平
均
の

約
18
％
よ
り
低
く
な
っ
た
た

め
、
第
７
期（
30
年
度
か
ら

32
年
度
ま
で
）の
介
護
保
険

料
は
、
今
ま
で
の
保
険
料
月

額（
基
準
額
）６
，０
７
０
円

か
ら
５
，７
２
６
円
に
下
が

り
ま
し
た
。

　

保
険
料
年
額（
基
準
額
）で

は
７
２
，８
０
０
円
か
ら
６

８
，７
０
０
円
に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

75
歳
以
上（
一
定
の
障
害

の
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）の

方
が
、
加
入
す
る
医
療
保
険

制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
長
崎
県
内
す

べ
て
の
市
町
が
加
入
す
る

「
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
」が
主
体
に
な
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

町
立
診
療
所
で
は
、「
も

の
忘
れ
外
来
」の
診
療
を
毎

週
月
曜
日
に
実
施
し
、
隣
接

す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ほ
か
地
域
医
療
機
関
な

ど
と
連
携
し
、
認
知
症
の
早

期
発
見
と
早
期
治
療
に
努
め

ま
す
。

　

下
水
道
の
計
画
的
な
経
営

基
盤
の
強
化
及
び
財
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
図
る
た

め
、
企
業
会
計
へ
の
移
行
を

目
指
し
、
下
水
道
の
安
定
的

な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
の
施
設
管
理

に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
機
能
が
十
分
発
揮
で
き
る

よ
う
、
処
理
場
及
び
管
路
施

設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
施
設
の
利

用
効
率
の
向
上
及
び
財
政
安

平成30年度特別会計及び企業会計の当初予算 （単位：千円）

予約制となっている町立診療所

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

国
民
健
康
保
険
診
療
所

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

水
道
事
業

介
護
保
険

会　計　名

企業会計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

国民健康保険診療所

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

水 道 事 業

30年度当初予算

1 , 4 0 3 , 2 5 5

1 , 1 1 8 , 4 9 7

1 4 3 , 4 4 6

9 , 1 7 5

9 4 3 , 0 0 0

3 2 , 5 0 0

7 5 3 , 3 2 5

29年度当初予算

1 , 7 1 3 , 4 4 0

1 , 1 4 1 , 6 3 0

1 3 4 , 3 6 8

9 , 7 3 0

7 3 8 , 6 0 0

2 3 , 3 0 0

4 4 4 , 1 3 0

前年度との比較

▲3 1 0 , 1 8 5

▲ 2 3 , 1 3 3

9 , 0 7 8

▲ 5 5 5

2 0 4 , 4 0 0

9 , 2 0 0

3 0 9 , 1 9 5

特　

別　

会　

計

定
化
の
た
め
、
加
入
促
進
活

動
並
び
に
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
推
進
し
ま
す
。

　

浄
水
場
を
含
め
た
水
道
施

設
の
経
年
劣
化
に
伴
う
施
設

設
備
の
更
新
や
改
良
事
業
を

行
い
、
有
収
率
の
向
上
と
安

全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

原水を浄水する上水道施設

佐々町議会だより　第126号（平成30年５月１日） ４



（単位：千円）

平成29年度

一般会計・特別会計・
企業会計補正予算を承認

補正予算

決可
　今回の補正は、主に各会計の確定と実績見込みによる最終調整で、ほとんどが減額計上であり、一般
会計は、歳入歳出それぞれ1億2,215万9千円の減額で、補正後の予算総額は、59億9,661万4千円に
なりました。

一 般 会 計 補 正 予 算 の 主 な 内 容

平成29年度各会計の補正予算

（歳　入）
 ・児童福祉費負担金保育料 17,694千円増額 （決算見込みによる）
 ・公営住宅使用料 2,690千円減額 （入居者の所得減他）
 ・社会保障・税番号制度システム整備費補助金 3,829千円減額 （実績による）
 ・社会資本整備総合交付金（公営住宅整備事業） 4,041千円減額 （事業費減による）
 ・長崎県認定こども園施設整備補助金 8,372千円減額 （繰越しによる）
 ・ながさき鳥獣被害防止総合対策事業費補助金 2,106千円減額 （実績による）
 ・協働のまちづくり促進事業費寄附金（ふるさと納税） 6,000千円減額 （実績見込みによる）

（歳　出）
 ・町有地（旧国鉄寮跡地）造成工事設計業務委託料 2,868千円減額 （執行残）
 ・防災行政無線基礎撤去工事費 6,682千円減額 （執行残）
 ・ふるさと納税報償費 2,500千円減額 （ふるさと納税の減）
 ・電子計算費委託料（機器保守・ソフトメンテナンス） 6,727千円減額 （事業費確定による）
 ・認定こども園施設整備事業費補助金 7,972千円減額 （繰越事業による）
 ・不妊治療助成費 1,150千円減額 （実績見込みによる）
 ・合併処理浄化槽設置整備事業補助金 1,136千円減額 （６基の実績による）
 ・塵芥処理費修繕料 4,510千円減額 （実績見込みによる）
 ・ながさき鳥獣被害防止総合対策事業費補助金 2,105千円減額 （実績による）
 ・町道改良維持補修工事費 7,000千円減額 （次年度へ繰延べ）
 ・３世代同居・近居促進事業補助金 2,000千円減額 （実績による）
 ・広域消防事務負担金 4,807千円減額 （確定による）

会　　計　　名

一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ６ 号 ）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ３ 号 ）

介護保険特別会計補正予算（第４号）

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ４ 号 ）

保 険 事 業 勘 定

サービス事業勘定

今回の補正額

△ 1 2 2 , 1 5 9

△ 1 6 , 8 8 5

△ 2 9 , 2 9 7

1 7 4

2 , 4 4 0

7 9 , 8 6 0

補 正 後 の 額

5 , 9 9 6 , 6 1 4

1 , 7 3 6 , 3 0 8

1 , 1 3 9 , 6 6 9

2 , 3 5 4

1 3 8 , 7 7 9

8 2 3 , 6 4 6
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条
例
の
一
部
改
正
及
び
制
定
・
廃
止

決
可

●
災
害
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
佐
々
町
税
の
減

免
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

災
害
を
受
け
た
被
災
者
に

対
し
て
、
被
害
の
程
度
に
よ

り
町
税
が
減
免
で
き
る
と

い
っ
た
条
例
で
、
引
用
の
法

律
名
称
の
変
更
。

●
佐
々
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
運
営
の

都
道
府
県
化
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
保
険
税
の
課

税
額
を
改
め
る
も
の
で
あ

り
、
課
税
額
の
条
文
を
国
保

事
業
費
納
付
金
の
納
付
と
改

め
、
県
が
示
す
標
準
税
率
が

３
方
式（
所
得
割
・
均
等
割
・

平
等
割
）で
示
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
資
産
割
額
を
廃
止
す

る
も
の
。

●
佐
々
町
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

住
所
地
特
例
の
適
用
を
受

け
て
、
従
前
の
住
所
地
の
市

町
の
被
保
険
者
と
さ
れ
て
い

る
方
が
75
才
到
達
に
よ
り
後

期
高
齢
者
に
加
入
し
た
場
合

に
は
、
特
例
を
引
き
継
い
で

従
前
の
住
所
地
の
広
域
連
合

被
保
険
者
と
す
る
も
の
。

●
佐
々
町
指
定
居
宅
介
護

支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
制
定

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の

指
定
権
限
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
法
の
改
正
に
お
い

て
、
平
成
30
年
度
か
ら
市
町

村
に
移
譲
さ
れ
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
と
と
も
に
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
介
護
支
援
専
門
員
の
育

成
支
援
を
保
険
者
機
能
の
強

化
と
い
う
観
点
か
ら
、
厚
生

労
働
省
で
定
め
る
基
準
に
従

い
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

●
佐
々
町
指
定
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設

の
指
定
に
係
る
入
所
定

員
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

指
定
に
関
す
る
申
請
者
は

法
人
を
追
加
す
る
。
暴
力
団

員
等
の
排
除
を
独
自
基
準
と

し
て
設
け
る
も
の
。

●
佐
々
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
の
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
期
間
の
保
険
料
を
定

め
る
。

　

基
準
と
な
る
第
５
段
階
の

保
険
料
は
、
第
７
期
で
は
月

額
に
し
て
５
，７
２
６
円
で
、

３
４
４
円
の
減
額
と
な
る
。

●
佐
々
町
指
定
介
護
予
防

支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
係
る
基
準
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

　

介
護
予
防
支
援
の
具
体
的

取
扱
方
針
、
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
係
る
基
準

に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
改

正
す
る
も
の
。

●
佐
々
町
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業

の
実
施
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

事
業
の
内
容
で
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
と
あ
る
の
を
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
改
め
る
も
の
。

●
佐
々
町
立
幼
稚
園
設
置

条
例
等
廃
止
の
件

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
佐
々
町
立
幼
稚
園
の

運
営
を
終
了
す
る
こ
と
に
係

る
幼
稚
園
の
廃
止
条
例
と
、

関
連
す
る
条
例
の
一
部
改
正

を
行
う
も
の
。

●
佐
々
町
公
民
館
設
置
条

例
及
び
佐
々
町
公
民
館

使
用
料
条
例
の
一
部
改

正

　

平
成
30
年
３
月
31
日
付

で
、
公
民
館
別
館（
幼
稚
園

２
階
）の
供
用
廃
止
に
伴
う

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も

の
。●

佐
々
町
住
民
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

改
正

　

構
成
す
る
施
設
の
う
ち
、

佐
々
町
武
道
館
を
削
り
、

佐
々
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

を
新
た
に
追
記
す
る
。

●
佐
々
町
体
育
施
設
条
例

の
一
部
改
正

　

体
育
施
設
を
構
成
す
る

佐
々
町
武
道
館
を
削
る
も
の
。

●
佐
々
町
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正

　

都
市
公
園
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
運
動
施
設
率
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
設
置

基
準
を
百
分
の
五
十
と
定
め

る
も
の
。

●
佐
々
町
消
防
団
設
置
条

例
の
一
部
改
正

　

副
団
長
を
２
名
と
す
る
こ

と
の
改
正
を
行
う
も
の
。

●
佐
々
町
防
災
会
議
条
例

の
一
部
改
正

　

大
規
模
災
害
発
生
の
際
、

自
衛
隊
か
ら
の
効
果
的
な
協

力
を
得
る
た
め
、
陸
上
自
衛

隊
の
隊
員
を
追
加
す
る
も
の
。
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平成3 0年３月定例会　賛否表
○ は賛成　　× は反対

災害による被災者に対する佐々町税の
減免に関する条例の一部改正の件

淡
田　

邦
夫

川
副　

善
敬

須
藤　

敏
規

平
田　

康
範

橋
本　

義
雄

阿
部　

豊

長
谷
川　

忠

永
田　

勝
美

浜
野　

亘

永
安　

文
男

○○○○○○○○○ 9対0 可決

評
決
数

議
案
番
号

議案件名
結　

果

1

佐々町国民健康保険税条例の一部改正
の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決2

佐々町後期高齢者医療に関する条例の
一部改正の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決3

佐々町指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準を定める条例制定
の件

○○○○○○○○○ 9対0 可決4

佐々町指定地域密着型介護老人福祉施設
の指定に係る入所定員等に関する条例の
一部改正の件

○○○○○○○○○ 9対0 可決5

佐々町介護保険条例の一部改正の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決6

佐々町指定介護予防支援等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法に
係る基準に関する条例等の一部改正の件

○○○○○○○○○ 9対0 可決7

佐々町介護予防･日常生活支援総合事業
の実施に関する条例の一部改正の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決8

佐々町立幼稚園設置条例等廃止の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決9

佐々町公民館設置条例及び佐々町公民館
使用料条例の一部改正の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決10

佐々町住民総合センター設置条例の一部
改正の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決11

佐々町体育施設条例の一部改正の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決12

佐々町都市公園条例の一部改正の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決13

佐々町消防団設置条例の一部改正の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決14

佐々町防災会議条例の一部改正の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決15

道路認定変更に関する件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決16

淡
田
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
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平成3 0年３月定例会　賛否表
○ は賛成　　× は反対

平成29年度　佐々町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号）

淡
田
　
邦
夫

川
副
　
善
敬

須
藤
　
敏
規

平
田
　
康
範

橋
本
　
義
雄

阿
部
　
豊

長
谷
川
　
忠

永
田
　
勝
美

浜
野
　
亘

永
安
　
文
男

○○○○○○○○○ 9対0 可決

評
決
数

結
　
果

20

平成29年度　佐々町公共下水道事業特別
会計補正予算（第４号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決21

平成29年度　佐々町水道事業会計補正予
算（第５号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決22

平成30年度　佐々町一般会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決25

平成30年度　佐々町国民健康保険特別
会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決26

平成30年度　佐々町介護保険特別会計
予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決27

平成30年度　佐々町後期高齢者医療特別
会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決28

平成30年度　佐々町国民健康保険診療所
特別会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決29

平成30年度　佐々町公共下水道事業特別
会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決30

平成30年度　佐々町農業集落排水事業
特別会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決31

平成30年度　佐々町水道事業会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決32

小浦ポンプ場長寿命化改築工事委託に
関する基本協定契約締結の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決33

大新田第２排水ポンプ場ポンプ増設工事
委託に関する基本協定契約締結の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決34

難病医療費助成制度の改善を求める請願
書

××××

○○○

××

3対6 不採択請願
１号

平成29年度　佐々町一般会計補正予算
（第６号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決17

平成29年度　佐々町国民健康保険特別
会計補正予算（第３号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決18

平成29年度　佐々町介護保険特別会計
補正予算（第４号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決19

平成29年度　佐々町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決20

平成29年度　佐々町公共下水道事業特別
会計補正予算（第４号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決21

平成29年度　佐々町水道事業会計補正予
算（第５号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決22

平成30年度　佐々町一般会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決25

平成30年度　佐々町国民健康保険特別
会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決26

平成30年度　佐々町介護保険特別会計
予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決27

平成30年度　佐々町後期高齢者医療特別
会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決28

平成30年度　佐々町国民健康保険診療所
特別会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決29

平成30年度　佐々町公共下水道事業特別
会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決30

平成30年度　佐々町農業集落排水事業
特別会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決31

平成30年度　佐々町水道事業会計予算 ○○○○○○○○○ 9対0 可決32

小浦ポンプ場長寿命化改築工事委託に
関する基本協定契約締結の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決33

大新田第２排水ポンプ場ポンプ増設工事
委託に関する基本協定契約締結の件 ○○○○○○○○○ 9対0 可決34

難病医療費助成制度の改善を求める請願
書

××××

○○○

××

3対6 不採択請願
１号

淡
田
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

平成29年度　佐々町一般会計補正予算
（第６号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決17

平成29年度　佐々町国民健康保険特別
会計補正予算（第３号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決18

平成29年度　佐々町介護保険特別会計
補正予算（第４号） ○○○○○○○○○ 9対0 可決19

議
案
番
号

議案件名
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６人が町政の方針を問う!!
ここが聞きたい

６人が町政の方針を問う!!６人が町政の方針を問う!!
活かそう町民の声

平田康範 議員（一問一答）……………… 10
① 庁舎整備事業について
② 農業振興と鳥獣被害対策について

永安文男 議員（一問一答）……………… 13
① 今後のし尿処理事業について
② 学校給食センター建設について

須藤敏規 議員（一問一答）……………… 11
① 農林業政策について
② 教育行政の推進について

橋本義雄 議員（一括質問）……………… 14
① まちづくりについて
② 地場農産物の活用について

永田勝美 議員（一問一答）……………… 12
① 子育て応援、教育環境整備について
② 国保税引き下げについて
③ 玄海原発再稼働への対応について

浜野　亘 議員（一問一答）……………… 15
① 福祉保健政策の基本となる「地域福祉計画」
の策定時期について

② 皿山公園（西部自然公園）及び北部運動公園
の整備方針について

③ 農業体験施設（旧学童農園）及び古川岳遊歩道
の維持管理について

◎一般質問の記事について
　質問した議員が執筆したものです。
◎一般質問方法
　【一括質問一括答弁】　議員が質問項目すべてを一括して質問。その後町側がその質問項目について一括して答弁を行います。
　【一 問 一 答 方 式 】　文字どおり一つの質問項目ごとに町側から答弁を行います。

春の風物詩佐々川シロウオ漁

佐々町議会だより　第126号（平成30年５月１日）９



　

自
治
体
の
庁
舎
は
防
災

拠
点
機
能
を
備
え
た
重
要

な
公
共
施
設
で
も
あ
る
。

　

整
備
方
針
を
早
く
示
す

べ
き
と
思
う
が
、
い
つ
ま

で
に
示
さ
れ
る
の
か
。

　

長
寿
命
化
の
耐
震
工
事
を

す
る
の
か
、建
替
え
る
の
か
、

二
者
択
一
に
な
る
の
で
は
。

　

担
当
者
レ
ベ
ル
で
の
調
査

研
究
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
に

管
理
者
レ
ベ
ル
で
の
検
討
を

行
い
、
で
き
る
限
り
早
い
段

階
で
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い

て
判
断
し
た
い
。

　

庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
情
報
の
共
有
化
、

行
政
の
民
主
化
な
ど
の
観

点
か
ら
も
私
的
諮
問
機
関

と
し
て
、
庁
舎
整
備
検
討

委
員
会
を
設
置
し
な
け
れ

ば
何
も
先
に
進
ま
な
い
と

思
う
が
、
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

　

自
治
体
の
庁
舎
は
防
災

拠
点
機
能
を
備
え
た
重
要

な
公
共
施
設
で
も
あ
る
。

　

整
備
方
針
を
早
く
示
す

べ
き
と
思
う
が
、
い
つ
ま

で
に
示
さ
れ
る
の
か

議員 平 田 康 範

佐々町の懸案事項である庁舎整備の方針は
早い段階で今後の庁舎のあり方を判断する

本町の庁舎は、現行の耐震基準以前の構築物でありIs値も0.19となっている。
また、耐用年数50年を間もなくむかえることから、庁舎整備の方針を質問する。

　

耐
震
工
事
を
行
う
の
か
、

建
替
え
を
行
う
の
か
方
針
は

未
定
で
あ
る
。

　

庁
舎
を
建
て
替
え
る
場
合

は
、
検
討
委
員
会
の
設
置
は

必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　

安
定
か
つ
計
画
的
な
財

政
運
営
を
行
う
た
め
に
は

庁
舎
整
備
の
財
源
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
庁
舎
整
備
基
金
の
新
設

も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　

学
校
と
か
体
育
館
、
道
路

な
ど
の
公
共
施
設
も
あ
り
、

そ
の
整
備
資
金
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

公
共
施
設
整
備
基
金
も
保
有

し
て
い
る
が
、
現
在
10
カ
年

の
公
共
施
設
等
整
備
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、
今
後
基
金

の
再
編
な
ど
十
分
に
検
討

し
、
庁
舎
整
備
に
係
る
基
金

に
つ
い
て
は
、
議
会
に
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

中
山
間
地
域
が
多
い
本

町
の
農
業
は
、
規
模
拡
大

は
厳
し
く
農
地
の
実
態
に

即
し
た
農
地
利
用
で
農
業

を
営
ん
で
い
る
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
策
に
つ
い
て
新
年

度
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

　

農
業
を
活
性
化
す
る
た
め

に
は
農
業
生
産
の
環
境
整
備

を
推
進
し
、
佐
々
町
に
特
化

し
た
農
産
物
な
ど
も
考
え
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
県
、
農
協
な
ど
各

種
団
体
と
の
協
議
も
必
要
で

は
と
思
う
。

　

農
業
振
興
対
策
と
し
て

集
落
営
農
組
織
を
設
立
し

地
域
農
業
の
担
い
手
育
成

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
も

政
策
の
一
つ
と
思
う
が
。

　

集
落
農
業
を
守
る
有
効
な

一
つ
の
方
法
と
思
う
。

　

今
後
、
十
分
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

志
方
、
大
茂
地
区
に
鹿

が
出
没
し
て
い
る
。

　

鹿
の
被
害
は
農
作
物
以

外
に
林
業
へ
の
被
害
も
出

て
い
る
が
、
本
町
だ
け
で

の
捕
獲
対
策
な
ど
は
効
果

が
な
い
。

隣
接
自
治
体
と
の
連
携
も

必
要
で
は
な
い
の
か
。

　

被
害
の
実
態
調
査
を
行

い
、
今
度
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
必
要
な
の
か
関
係
機
関

と
協
議
を
行
い
進
め
て
い
き

た
い
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

防災拠点となる佐々町庁舎

農業を営むには大変厳しい中山間地の棚田

農業振興と鳥獣被害防止対策は
県・農協など各種団体と協議しながら
活性化に努める
本町は中山間地域が多く営農には厳しい環境にある。
新年度の農林業政策について質問する。

質
　
問

町
　
長

佐々町議会だより　第126号（平成30年５月１日）10



　

林
業
公
社
の
関
係
で
平
成

24
年
６
月
に
社
団
法
人
か
ら

公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
て

い
る
が
、
条
例
上
間
違
い
で
は

な
い
の
か
。

　

佐
々
町
林
業
開
発
促
進
資
金

の
貸
付
条
例
、
佐
々
町
林
業
開

発
促
進
資
金
融
資
損
失
補
償
条

例
が
あ
る
が
、
改
正
の
必
要
が

あ
る
。

　

昨
年
３
月
に「
新
学
習
指
導

要
領
」が
改
訂
さ
れ
、
平
成
32

年
度
か
ら
小
学
校
の
３
・
４
年

生
が「
外
国
語
活
動
」５
・
６

年
生
が「
外
国
語
科
」と
な
る

が
、
29
年
度
で
ど
の
よ
う
な

協
議
を
さ
れ
た
の
か
。

　

現
在
は
、
数
字
に
よ
る
評
価

は
し
な
い
特
別
の
教
科
の
位
置

づ
け
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
32

年
度
か
ら
は
、
５
・
６
年
生
に

つ
い
て
は
、
教
科
と
し
て
評
価

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　

外
国
語
科
と
な
っ
た
場
合
、

読
む
、
聞
く
、
話
す
、
書
く
と

言
う
活
動
が
ど
の
程
度
望
ま
れ

る
か
は
、
具
体
的
な
指
導
伝
達

は
受
け
て
い
な
い
。

　

今
回
の
改
訂
で
、
外
国
語
活

動
に
充
て
る
時
間
が
15
時
間
増

え
る
。対
応
に
つ
い
て
、校
長
会
、

教
頭
会
、
教
務
主
任
会
等
々
で

検
討
し
て
き
た
。

　

来
年
度
か
ら
土
曜
授
業
を
実

施
し
よ
う
と
言
う
こ
と
で
考
え

て
い
る
。

　

評
価
の
数
値
評
価
は
、小
学
校

３
段
階
は
変
更
は
な
い
。中
学
校

は
、関
心
、意
欲
、態
度
、そ
れ
に

技
能
、思
考
、知
識
、理
解
の
４
領

域
を
見
て
総
合
し
て
５
段
階
、３

段
階
で
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。そ
れ
が
今
後
、移
行
期

間
の
後
に
変
わ
る
。

　

保
護
者
へ
の
周
知
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　

学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
会
、
各

種
会
合
で
周
知
す
る
よ
う
に
指

導
対
応
し
て
き
た
。
急
ぎ
、
文

部
科
学
省
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
活
用
し
て
、
全
保
護
者
に
今

回
の
改
訂
の
要
旨
に
つ
い
て
配

付
周
知
を
図
り
た
い
。

　

教
育
課
程
が
ど
う
実
施
さ
れ

て
い
る
か
、
今
回
の
改
訂
の
中

に
も
授
業
の
改
善
も
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
検
証
、
評
価
等
も
、

学
校
運
営
協
議
会
、
外
部
の
人

材
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
。

　

各
種
の
農
産
物
の
振
興
に

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
成
果

に
つ
い
て
、
所
得
の
向
上
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

イ
チ
ゴ
は
、５
年
前
と
比
較
し

て
農
家
１
戸
当
た
り
の
単
収
が

1.5
倍
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

　

畜
産
は
、飼
養
戸
数
と
か
頭
数

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。10
頭
以
上

の
平
均
飼
養
農
家
は
、約
２
頭
増

え
て
22
頭
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
均
価
格
も
５
年
前
と
比
較

し
て
平
均
68
万
円
で
取
引
さ
れ

て
い
る
。

　

加
工
用
タ
マ
ネ
ギ
も
裏
作
と

し
て
平
成
26
年
に
推
進
を
開
始

し
て
3.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
、
一

定
の
成
果
が
見
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　

新
た
な
奨
励
的
な
補
助
制

度
を
見
直
し
て
作
っ
て
頂
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
例
え

ば
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
へ
の

補
助
、
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の

導
入
、
高
齢
者
で
も
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
の
野
菜
づ
く
り

に
助
成
は
で
き
な
い
も
の
か
。

再
生
協
議
会
で
は
作
物
推
進

で
何
十
項
目
か
書
い
て
あ
り

ま
す
が
、
定
期
的
に
作
付
を

し
て
、
皿
山
の
直
売
所
に
一

定
量
を
納
め
る
様
に
す
る
と

か
、
検
討
し
て
い
か
れ
る
考

え
は
で
き
な
い
の
か
。

　

い
ろ
ん
な
補
助
が
可
能
か
ど

う
か
、
全
体
的
に
考
え
て
み
て
、

方
向
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
来
は
農
家
個
人
が
頑
張
っ

て
、
後
押
し
す
る
の
が
町
の
役

目
と
思
う
が
、
課
題
は
何
と

お
考
え
か
。
農
業
に
つ
い
て
、

ど
こ
ま
で
介
入
し
て
い
こ
う
と

思
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

中
山
間
地
域
で
担
い
手
が
見

つ
か
ら
な
い
。耕
作
地
が
狭
い

と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、特

産
品
的
な
も
の
を
開
発
し
販
売

す
る
こ
と
。再
生
協
議
会
と
し

て
何
か
考
え
て
頂
き
、町
が
で

き
る
こ
と
は
や
っ
て
行
か
な
け

れ
ば
と
思
う
。

　

林
業
公
社
の
資
料
に
よ
る

と
、
長
期
借
入
金
が
二
九
八

億
円
位
あ
り
、
佐
々
町
の
貸
付

残
高
が
七
一
六
七
万
円
あ
る
。

条
例
に
よ
る
と「
償
還
の
見
込

み
が
な
い
と
認
め
る
時
は
、

脱
退
で
き
る
。」と
あ
る
が
、
脱

退
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

脱
退
と
い
う
の
が
難
し
い
。

県
と
各
市
町
一
体
で
や
っ
て
い

る
。
29
年
度
の
貸
付
残
高
が
七

二
〇
〇
万
円
、
返
済
が
平
成
38

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

　

現
在
の
荒
廃
の
山
林
が
問
題

視
さ
れ
て
お
り
、
森
林
の
適
正

な
管
理
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

各
市
町
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

経
営
の
削
減
と
か
収
益
改
善
と

か
、
貸
付
削
減
に
向
け
て
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
協
議
を
さ
せ
て
頂
き

た
い
。

質
　
問

町
　
長

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

質
　
問

町
　
長

質
　
問

教
育
長

定
の
成
果
が
見
ら
れ
て
い
る
の

方
向
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
来
は
農
家
個
人
が
頑
張
っ

て
、
後
押
し
す
る
の
が
町
の
役

目
と
思
う
が
、
課
題
は
何
と

お
考
え
か
。
農
業
に
つ
い
て
、

ど
こ
ま
で
介
入
し
て
い
こ
う
と

思
わ
れ
て
い
る
の
か
。

質
　
問

議員 須 藤 敏 規

評
価
の
数
値
評
価
は
、小
学
校

新
学
習
指
導
要
領
改
訂
で
ど
う
な
る

保
護
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
し

周
知
を
図
る

林
業
公
社
の
貸
付
か
ら
脱
退
の
考
え
は

難
し
い
が
、
今
後
協
議
さ
せ
て
頂
き
た
い

農
産
物
振
興
の
成
果
と
所
得
向
上
は

再
生
協
議
会
で
考
え
て
、

町
が
で
き
る
こ
と
は
や
る

質
　
問

教
育
長

質
　
問

産
業
経
済
課
長

佐々町議会だより　第126号（平成30年５月１日）11



　

こ
の
間
マ
ス
コ
ミ
で
エ

ア
コ
ン
設
置
の
報
道
が
あ

る
。
大
村
市
が
全
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を
行
う
こ

と
、
あ
わ
せ
て
県
下
の
設

置
状
況
が
低
い
こ
と
、
全

国
で
は
耐
震
対
策
か
ら
熱

中
症
対
策
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
こ
と
な
ど
。
こ
れ
ら

の
報
道
は
熱
中
症
対
策
は

社
会
的
要
請
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

教
室
の
環
境
が
健
康
を

損
な
う
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ

と
は
重
く
と
ら
え
て
改
善

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

学
校
施
設
の
改
修
計
画
の

中
で
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思

う
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
を
め
ど
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。

　

こ
の
間
マ
ス
コ
ミ
で
エ

ア
コ
ン
設
置
の
報
道
が
あ

る
。
大
村
市
が
全
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を
行
う
こ

と
、
あ
わ
せ
て
県
下
の
設

置
状
況
が
低
い
こ
と
、
全

国
で
は
耐
震
対
策
か
ら
熱

議員 永 田 勝 美

トイレの改修やエアコン設置は、
健康を損なうようなレベルにある･･改善を
エアコンは学校改修計画の中で進めていく、
もうしばらく待って････
トイレの改修については平成31年度に
取り組んでいく････････

　

就
学
援
助
制
度
の
周
知

な
ど
、前
回
議
会
以
降
の

検
討
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。

　

支
給
要
件
・
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
も「
広
報
さ
ざ
」に
も
追
記

し
て
配
布
し
て
い
る
。

　

学
用
品
費
な
ど
の
早
期
支

給
は
平
成
31
年
度
新
入
生
に

つ
い
て
は
３
月
ま
で
に
支
給

す
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

　

国
保
の
税
額
に
つ
い

て
、年
間
所
得
３
０
０
万

円
で
夫
婦
と
子
供
２
人
の

世
帯
で
は
年
間
45
万
４
，

０
０
０
円
も
の
負
担
、月

平
均
で
は
３
７
，８
６
７

円
、協
会
け
ん
ぽ
で
は
同

じ
所
得
で
１
４
，１
２
４

円
、実
に
２
．６
８
倍
も
の

就
学
援
助
制
度
の
周
知
改
善
と
入
学
準
備
費
用

の
早
期
支
給
に
つ
い
て

新
入
学
児
童
生
徒
の
学
用
品
費
の
早
期
支
給
は

来
年
３
月
か
ら
実
施
す
る

国
保
税
は
他
の
保
険
と
比
較
し
て
２
倍
以
上

高
い
不
平
等
な
実
態
、町
と
し
て
も
一
般
財
源

か
ら
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
引
き
下
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か

法
令
が
あ
り
、町
と
し
て
も
い
か
ん
と
も

し
が
た
い
、一
般
財
源
繰
り
入
れ
は

考
え
て
い
な
い

原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
世
論
は
75
％
、

玄
海
原
発
再
稼
働「
反
対
」の
声
上
げ
る
べ
き

危
険
性
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、

反
対
の
表
明
を
す
る
の
は
で
き
な
い

質　

問

質　

問

質　

問

町　

長

教
育
次
長

格
差
が
あ
る
。そ
の
要
因

は
国
が
国
保
に
対
す
る
負

担
を
長
年
に
わ
た
っ
て
引

き
下
げ
て
き
た
こ
と
に
あ

る
。

　

高
す
ぎ
る
保
険
税
を
軽

減
す
る
た
め
、町
と
し
て

も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

県
下
の
14   
の
市
町
で
は
一

般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ

が
行
わ
れ
て
い
る
。本
町

で
は
い
か
が
か
。

　

国
保
税
が
高
い
と
い
う
認

識
は
あ
る
。
し
か
し
、
一
般

財
源
の
投
入
と
い
う
考
え
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　

国
の
負
担
が
減
っ
た
の
で

こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
都
道
府
県
化
と
あ

わ
せ
て
国
に
負
担
を
引
き
上

げ
て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

町　

長

佐々町議会だより　第126号（平成30年５月１日）12



議員 永 安 文 男
　

町
の
重
要
な
問
題
と
し

て
ど
う
捉
え
、
ど
ん
な
協

議
検
討
を
さ
れ
た
の
か
。

　

し
尿
処
理
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
大
変
ご
迷

惑
ご
心
配
を
お
か
け
致
し
ま

し
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
３
年

間
、
民
間
の
施
設
で
処
理
業

務
委
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

自
町
処
理
、
佐
世
保
市
と
の

共
同
処
理
、
民
間
委
託
継
続

と
い
う
方
向
性
を
検
討
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
佐
世
保
市

と
の
共
同
処
理
が
難
し
い
の

で
あ
れ
ば
、
現
状
の
民
間
委

託
を
継
続
す
る
よ
り
も
、
前

処
理
施
設
の
整
備
が
中
長
期

的
な
経
済
性
が
優
れ
て
い
る

し尿処理の対応を今後どうしていくのか
方向性を決めることで地元に入り
協議を進める

と
の
考
え
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

地
元
に
早
く
入
っ
て
、
総

合
的
な
協
議
を
進
め
る
よ
う

再
三
申
し
上
げ
て
い
た
が
、

今
ま
で
入
ら
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

　

今
ま
で
地
元
の
皆
さ
ま
に

説
明
す
る
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

方
向
性
が
決
ま
っ
て
も
い

な
い
の
に
地
元
説
明
に
入
っ

て
も
混
乱
す
る
の
で
は
と
考

え
、
難
し
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

今
後
は
誠
意
を
も
っ
て
、

地
元
の
方
々
に
丁
寧
な
説
明

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　

問

町　

長

質　

問

町　

長

し
尿
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
長
は
い
つ
も
最
重
要

課
題
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
平
成
25
年
度
に
は
既
に
具
体

的
な
検
討
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、
問

題
を
先
送
り
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

学
校
給
食
の
今
後
の
方
針
と
し
て
、
行
政
経
営
改
革
委

員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
て
、
セ
ン
タ
ー
方
式
を
検
討

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
。

佐々浄化管理センター

　

環
境
協
定
の
問
題
等
も

出
て
く
る
と
思
う
が
、
新

し
い
要
素
が
入
っ
て
く
る

こ
と
で
、
小
浦
４
町
内
会

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

中
、
地
元
対
応
は
ど
う
考

え
ら
れ
て
い
る
か
。

　

前
向
き
で
検
討
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
そ
の
協
定
に
つ

い
て
も
協
議
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

何
事
を
す
る
に
も
小
浦
４

町
内
会
で
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
の
で
、
十
分
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

質　

問

町　

長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の

検
討
状
況
と
方
針
決
定
は

公
共
施
設
等
の
整
備
総
合
計
画
の

中
で
反
映
さ
せ
て
い
く

　

現
在
の
協
議
検
討
は
ど

う
か
。ま
た
、方
針
決
定
は

い
つ
か
。

　

平
成
28
年
度
に
学
校
施
設

等
整
備
構
想
の
策
定
に
取
り
組

み
、検
討
を
行
って
き
ま
し
た
。

　

老
朽
化
対
策
は
、喫
緊
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、ア
レ
ル

ギ
ー
食
の
対
応
も
十
分
に
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、公
共
施
設
等
の
整

備
総
合
計
画
の
中
で
反
映
さ

せ
、協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
命
を
守
る
重

要
な
問
題
な
の
で
、急
い

で
結
論
的
な
方
向
を
見
い

だ
し
、よ
り
よ
い
給
食
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
願
う
も

の
で
す
が
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

的
な
考
え
は
。

　

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

財
政
的
な
裏
づ
け
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、急
ぎ
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

今
思
っ
て
い
る
の
は
、平
成
30

年
度
に
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、基
本
計
画
の
策
定
に

取
り
か
か
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

視察先の給食センター

質　

問

質　

問

町　

長

教
育
長

佐々町議会だより　第126号（平成30年５月１日）13



　

総
合
計
画
の
後
期
計
画

の
中
で「
ま
ち
づ
く
り
の
軸

と
し
て
親
水
軸（
佐
々
川
）

を
あ
げ
ら
れ
、佐
々
川
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
保
全
す

る
と
と
も
に
、さ
ま
ざ
ま
な

自
然
体
験
の
で
き
る
軸
づ

く
り
を
進
め
ま
す
」と
あ

り
ま
す
。

　

今
年
も
春
を
告
げ
る
シ

ロ
ウ
オ
が
海
か
ら
上
っ
て
き

ま
し
た
。ま
た
シ
ロ
ウ
オ
の

次
に
ア
ユ
が
、そ
れ
か
ら
ウ

ナ
ギ
・
モ
ク
ズ
ガ
ニ
が
上
っ

て
き
ま
す
。秋
に
な
る
と
そ

れ
ぞ
れ
成
長
し
、戻
っ
て
き

ま
す
。こ
の
素
晴
ら
し
い
環

境
を
ま
ち
づ
く
り
に
、ど
う

生
か
し
て
い
か
れ
る
の
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
学
校
に
よ
る
ア
ユ
の

放
流
の
計
画
は
あ
り
ま
す

か
。町
長
も
一
緒
に
参
加
す

る
つ
も
り
は
な
い
で
す
か
。

小
学
生
に
と
っ
て
は
、い
い

思
い
出
に
な
る
の
で
は
。

　

自
然
環
境
を
は
じ
め
と
し

て
、
歴
史
、
文
化
、
教
育
な

　

総
合
計
画
の
後
期
計
画

の
中
で「
ま
ち
づ
く
り
の
軸

と
し
て
親
水
軸（
佐
々
川
）

を
あ
げ
ら
れ
、佐
々
川
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
保
全
す

る
と
と
も
に
、さ
ま
ざ
ま
な

自
然
体
験
の
で
き
る
軸
づ

議員 橋 本 義 雄

佐々川の豊かな自然環境を生かす
まちづくりをどう進めるのか
「佐々川流域再生会議」を発足し、佐々川の
自然環境を守り続けていくための検討を
進めたところです

ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
を
構
築

し
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
の
方
々
ま
で
多
世
代

で
交
流
を
深
め
、
地
域
づ
く

り
が
で
き
な
い
か
と
、
今
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ア
ユ
の
放
流
に
つ
い
て
は

時
間
が
あ
れ
ば
、
私
も
一
緒

に
参
加
し
て
放
流
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
放
流
の
計
画

は
あ
り
ま
す
。

　

各
地
で
地
産
地
消
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
で
生
産
し
た
も

の
を
地
元
で
消
費
す
る
取

り
組
み
で
、
安
全
安
心
の

食
材
の
提
供
と
、
な
に
よ

り
も
生
産
者
の
意
欲
向
上

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
取
り
組
む
考
え
は
な

い
で
す
か
。
佐
々
町
の
農

家
は
、
米
主
体
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
給
食
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
米
を
地
元
で

消
費
す
る
取
り
組
み
を
考

え
て
み
た
ら
ど
う
で
す

か
。

　

地
元
の
食
品
、
特
産
品
、

安
全
安
心
と
い
う
こ
と
で
学

校
給
食
を
優
先
的
に
し
て
い

く
こ
と
と
、
町
と
し
ま
し
て

も
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ユ
も
シ
ロ
ウ
オ
も
、

佐
々
町
の
古
川
橋
か
ら

佐
々
橋
の
間
で
生
ま
れ
、

海
に
下
り
海
で
育
ち
、
春

に
は
佐
々
川
を
上
っ
て
き

ま
す
。
内
水
面
協
議
会
だ

け
で
は
な
く
、
佐
々
町
と

し
て
佐
々
川
の
動
植
物
の

増
殖
に
取
り
組
ん
だ
ら
ど

う
で
す
か
。

　

環
境
を
守
る
よ
う
な
仕
組

み
を
今
後
と
も
つ
く
っ
て
い

き
、
内
水
面
協
議
会
、
各
種

団
体
と
協
力
を
し
て
、
県
の

指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質　

問

町　

長

質　

問

町　

長

質　

問

町　

長

シロウオ・アユの産卵場所

みのりの秋（水田風景）農業振興は直売所から
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状
況
は
ど
う
か
。

　

市
は
13
市
す
べ
て
策
定
済

み
で
、
町
は
８
町
の
う
ち
２

町
の
み
策
定
し
て
い
る
。

　

佐
々
町
の「
地
域
福
祉
計

画
」は
い
つ
策
定
さ
れ
る
の
か
。

　

平
成
30
年
度
と
31
年
度
の

２
カ
年
で
、
策
定
を
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

年
間
の
利
用
者
数
の
状

況
は
ど
う
か
。

　

年
間
で
一
般
利
用
と
学
校

関
係
の
合
計
が
７
，２
０
０

人
ほ
ど
。

　

利
用
者
が
少
な
い
の
に

は
、
原
因
が
色
々
あ
る
と

思
う
が
、
解
決
で
き
る
の

か
心
配
で
あ
る
。

　

遊
歩
道
は
危
険
な
箇
所

が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
る
の
か
。

　

対
応
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
事
業
が
な
い
の
で
、
も
う

少
し
検
討
を
さ
せ
て
も
ら

い
、通
れ
る
よ
う
に
は
す
る
。

　

地
域
福
祉
計
画
に
つ
い

て
、
県
内
の
市
町
の
策
定

　

歴
代
の
町
長
は「
皿
山

公
園
」に
力
を
注
い
で
こ

ら
れ
た
が
、年
間
利
用
者

数
２
，５
０
０
人
の
目
標
値

は
少
な
す
ぎ
る
と
思
う
。

　

佐
々
町
で一番
大
き
な
公
園

な
の
で
、施
設
整
備
を
検
討

し
、十
分
な
管
理
を
行
い
な
が

ら
、い
つ
で
も
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
た
い
。

　

利
用
拡
大
の
た
め
、温

浴
施
設
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
や
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
場
の
整
備
な
ど
職

員
で
意
見
を
出
し
合
っ
て

み
て
は
ど
う
か
。

　

佐
々
川
沿
い
を
歩
い
て
皿

山
公
園
ま
で
の
遊
歩
道
整
備

な
ど
、
職
員
間
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
、
検
討
し
た
い
。

　

Ｖ
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
が

Ｊ
１
に
昇
格
し
、夢
は
サ
ッ

カ
ー
選
手
の
子
ど
も
が
い

る
と
思
う
の
で
、人
工
芝

の
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
場

に
整
備
し
た
ら
ど
う
か
。

　

面
積
的
に
公
式
の
サ
ッ

カ
ー
場
は
難
し
い
。

質　

問

質　

問

町　

長

町　

長

質　

問

質　

問

質　

問

町　

長

町　

長

ケ
ー
ト
場
の
整
備
な
ど
職

員
で
意
見
を
出
し
合
っ
て

み
て
は
ど
う
か

　

佐
々
川
沿
い
を
歩
い
て
皿

山
公
園
ま
で
の
遊
歩
道
整
備

な
ど
、
職
員
間
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
、
検
討
し
た
い
。

町　

長

議員 浜 野 　 亘

古
川
岳
遊
歩
道
の
危
険
防
止
修
理
は

対
応
は
も
う
少
し
検
討
す
る

北
部
運
動
公
園
の
整
備
の
考
え
は

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
場
は
難
し
い

農
業
体
験
施
設
の
利
用
促
進
は

当
面
は
現
状
の
ま
ま
、今
後
検
討
す
る

質　

問

質　

問

質　

問

町　

長

町　

長

住
民
福
祉
課
長

皿
山
公
園
の
整
備
は
一
気
に

す
べ
き
で
な
い
か

長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
２
ヵ
年
で

遊
具
の
整
備
を
す
る

皿山公園の管理棟があるファミリーランドは、ローラー滑
り台等の遊具の老朽化により使用ができない状態が長く続
いている。工事期間が使用できなくなるので、年次計画で
はなく、一気に整備して欲しいと思い質問した。

北部運動公園は、毎年利用者数
が減少しており、県北地区には
人工芝のサッカー場がないので、
ジュニア用でも人工芝にすれば、
Ｊリーグ選手を目指す子どもた
ちの夢実現のため、利用価値が
あると思い質問した。

昭和62年に完成したが、
擬木手摺や階段の石が倒壊
したり、雑木が遊歩道上に
生えたりしており、危険な
ので整備をすべきと思い質
問した。

状
況
は
ど
う
か

「
地
域
福
祉
計
画
」の
策
定
は

何
時
さ
れ
る
の
か

平
成
30
年
度
・
31
年
度
に
策
定
す
る

「佐々町総合計画」の次に
重要であり、福祉保健政
策の基本となる「地域福祉
計画」の策定計画が立てら
れていないので、早急に
策定する必要があると思
い質問した。

農業体験施設（旧学童農園）は、平成
22年度に再整備したが、年間1,700
万円をかけて管理している割には、利
用者が伸びない状況で、今後検討すべ
き課題だと思い質問した。
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委

員

会

報

告

総
務
厚
生
委
員
会

平
成
30
年
１
月
30
日

１
．
条
例
等
に
つ
い
て

①
佐
々
町
防
災
会
議
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

委
員
構
成
の
一
部
追
加

を
行
う
と
し
て
、
大
規
模

災
害
発
生
の
際
、
自
衛
隊

の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
協

力
を
得
る
目
的
で
、
自
衛

隊
か
ら
防
災
会
議
に
参
加

を
求
め
る
。
あ
ら
た
に
参

加
す
る
予
定
者
は
大
村
駐

屯
地
第
四
中
隊
長
を
予
定

し
て
い
る
。

②
未
利
用
町
有
地
活
用
に

つ
い
て

　

現
在
沖
田
免
に
あ
る
、

佐
世
保
市
西
消
防
署
・
佐
々

出
張
所
の
老
朽
化
に
と
も

な
う
移
転
新
築
建
設
事
業

の
候
補
地
と
し
て
、
佐
世

保
市
の
希
望
が
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
沿
い
に
庁
舎
を
建

設
す
る
案
の
提
示
が
あ
り
、

町
と
し
て
も
こ
の
案
に
同

意
し
た
い
旨
が
報
告
さ
れ
、

審
議
し
た
。
設
置
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
平
成

30
年
度
に
敷
地
整
地･

測
量

を
行
い
、
平
成
32
年
度
完

成
予
定
で
あ
る
旨
の
報
告

を
受
け
た
。

２
．
そ
の
他

  

佐
々
町
消
防
団
の
副
団

長
２
名
体
制
を
実
施
し
た

い
旨
の
報
告
を
受
け
た
。

平
成
30
年
２
月
９
日

１
．
条
例
等
に
つ
い
て

①
佐
々
町
消
防
団
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

②
佐
々
町
指
定
居
宅
介
護

支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
に
つ

い
て

③
佐
々
町
指
定
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設

の
指
定
に
係
る
入
所
定

員
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

④
佐
々
町
介
護
保
険
条
例

の
改
正
に
つ
い
て

⑤
佐
々
町
指
定
介
護
予
防

支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
係
る
基
準
に
関
す
る

条
例（
他
関
連
条
例
）の

一
部
改
正
に
つ
い
て

⑥
佐
々
町
介
護
予
防･

日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
の

実
施
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

⑦
佐
々
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

国
保
の
県
単
位
化
に
伴

う
も
の
、
関
連
し
て
保

険
税
賦
課
に
あ
た
っ
て

資
産
割
を
廃
止
す
る
な

ど
。

⑧
佐
々
町
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

法
律
改
正
に
伴
い
、
住

所
地
特
例
条
項
の
変
更

を
行
う
も
の
。

⑨
災
害
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
佐
々
町
税
の
減

免
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

農
業
災
害
補
償
法
の
改

正
に
伴
う
も
の
。

⑩
佐
々
町
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

都
市
公
園
法
等
の
改
正

に
伴
う
も
の
。

⑪
佐
々
町
幼
稚
園
設
置
条

例
等
の
廃
止
に
つ
い
て

　

町
立
幼
稚
園
の
廃
止
に

伴
う
も
の
。

⑫
佐
々
町
公
民
館
設
置
条

例
及
び
佐
々
町
公
民
館

使
用
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

解
体
及
び
老
朽
化
に
よ

る
供
用
廃
止
に
伴
う
も

の
。

⑬
佐
々
町
住
民
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

武
道
館
廃
止
と
交
流
セ

ン
タ
ー
の
追
加
。

⑭
佐
々
町
体
育
施
設
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

武
道
館
廃
止
に
伴
う
使

用
料
の
廃
止
。

２
．
し
尿
・
ご
み
処
理

　
　

に
つ
い
て

３
．
未
利
用
町
有
地
活

　
　

用
に
つ
い
て

　

ま
ち
な
か
町
有
地（
国
鉄

寮
跡
地
）の
不
動
産
鑑
定

評
価
に
つ
い
て

４
．
そ
の
他

①
管
理
職
手
当
改
定
等
に

つ
い
て

②
事
業
の
繰
越
に
つ
い
て

③
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て

④
平
成
30
年
度
地
方
税
制

改
正
に
つ
い
て

⑤
佐
世
保
市
西
消
防
署

佐
々
出
張
所
建
設
事
業

費
市
町
別
負
担
額
に
つ

い
て

⑥
臨
時
非
常
勤
職
員
の
現

況
報
告
に
つ
い
て

（
所
管
事
務
調
査
）

を
受
け
た
。
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産
業
建
設
文
教
委
員
会

（
所
管
事
務
調
査
） 

１
月
24
日

（
所
管
事
務
調
査
） 

２
月
６
日

　

全
体
計
画
面
積
３
６
２
．

２
０
ha
、
許
可
面
積
３
６

２
．２
０
ha
を
20 

ha
増
加

し
、
３
８
２
．２
０
ha
と
し

て
認
可
変
更
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　

今
回
の
目
的
は
、
農
業

集
落
排
水
地
区
の
角
山
地

区
と
志
方
地
区
を
公
共
下

水
道
施
設
へ
の
接
続
を
行

う
計
画
。

　

佐
々
町
に
は
、
中
央
地

区
排
水
区
、
順
手
川
排
水

区
、
小
浦
排
水
区
の
３
つ

の
排
水
区
が
あ
り
、
中
央

排
水
区
は
、
現
在
排
水
路

及
び
ポ
ン
プ
場
を
建
設
中
。

大
新
田
第
２
排
水
ポ
ン
プ

場
の
３
基
目
の
増
設
を
、

公
共
下
水
道
事
業
全
体

計
画
・
変
更
認
可
申
請

今
後
の
雨
水
排
水
事
業

平
成
30
年
か
ら
２
ヵ
年
、

平
成
32
年
４
月
か
ら
供
用

開
始
を
目
標
に
計
画
し
て

い
る
。

　

小
浦
ポ
ン
プ
場
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

30
年
度
と
31
年
度
に
ポ
ン

プ
施
設
と
電
気
設
備
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
12
月
22
日
に

大
茂
集
会
所
で
開
催
さ
れ
、

４
項
目
の
継
続
事
項
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。

⑴
ル
ー
ト
の
検
討
は
、
事

業
費
が
高
く
な
り
、
現

計
画
で
進
め
た
い
。

⑵
道
路
計
画
の
状
況
に
つ

い
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図

面
で
説
明
。

⑶
大
茂
地
区
の
大
気
質
予

西
九
州
自
動
車
道
路

地
元
説
明
会
の
概
要

測
結
果
に
つ
い
て
説
明
。

⑷
地
盤
へ
の
工
事
に
よ
る

影
響
は
、
変
動
が
な
い

レ
ベ
ル
で
あ
る
。
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

　

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
は

佐
々
中
学
校
へ
、
そ
の
他

は
教
育
委
員
会
所
管
の
各

施
設
へ
の
移
管
を
考
え
て

い
る
。

　

所
管
課
の
１
０
３
件
の

事
業
進
捗
状
況
の
報
告
を

受
け
た
。

　

ま
ち
な
か
の
町
有
地
売

却
に
伴
い
、
終
点
の
位
置

が
変
更
に
な
っ
た
た
め
、

道
路
変
更
認
定
を
行
う
も

の
。

　

小
浦
ポ
ン
プ
場
改
築
事

業
費
の
増
額
は
、
エ
ン
ジ

ン
機
種
の
見
直
し
に
よ
り

減
速
機
も
セ
ッ
ト
で
更
新

す
る
。
ま
た
、
工
計
変
換

機
盤
、
各
計
装
設
備
、
警

報
表
示
盤
も
更
新
す
る
。

　

今
後
の
進
め
方
と
し
て
、

小
浦
ポ
ン
プ
場
の
早
期
完

成
を
目
指
し
て
国
へ
の
追

加
要
望
を
行
っ
た
た
め
、

補
正
予
算
と
繰
越
明
許
費

の
補
正
等
を
上
程
す
る
予

定
。

　

社
会
構
造
等
の
変
化
に

対
応
し
た
公
園
の
多
機
能

性
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市

公
園
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
各
地
方
自
治
体
の
条

例
で
運
動
施
設
率
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
町
は
、
10
％
未
満
の

現
状
か
ら
百
分
の
五
十
と

い
う
こ
と
で
設
定
を
予
定
。

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
佐
々
町
立
幼
稚

園
の
運
営
を
終
了
す
る
た

め
、
佐
々
町
立
幼
稚
園
設

置
条
例
等
を
廃
止
す
る
と

と
も
に
、
関
連
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

平
成
30
年
３
月
31
日
付

で
の
公
民
館
別
館
の
供
用

廃
止
に
伴
い
、
佐
々
町
公

民
館
設
置
条
例
及
び
佐
々

町
公
民
館
使
用
料
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

　

平
成
25
年
度
に
解
体
し

た
佐
々
町
武
道
館
の
廃
止

及
び
平
成
28
年
度
に
完
成

し
た
佐
々
町
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
伴
い
、

佐
々
町
住
民
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

　

佐
々
町
武
道
館
の
廃
止

に
伴
い
、
佐
々
町
体
育
施

設
を
構
成
す
る
施
設
及
び

施
設
使
用
料
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

　

県
営
た
め
池
整
備
事
業
・

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

佐
々
地
区
に
お
い
て
、

　

①
帽
子
田
た
め
池

　

②
稗
田
た
め
池

　

③
上
小
田
た
め
池

の
３
ヵ
所
の
整
備
を
行
う
。

佐
々
町
立
佐
々
幼
稚
園

廃
園
に
伴
う
備
品
移
管

町
道
鉄
道
官
舎
線
道
路

認
定
変
更
に
つ
い
て

今
後
の
雨
水
排
水

対
策
事
業
に
つ
い
て

佐
々
町
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

佐
々
町
立
幼
稚
園
設
置

条
例
等
の
廃
止
に
つ
い
て

佐
々
町
体
育
施
設
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

佐
々
町
公
民
館
設
置

条
例
及
び
佐
々
町

公
民
館
使
用
料
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

佐
々
町
住
民
総
合

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

事
業
の
進
捗
状
況
調
査

そ

の

他

の

報

告
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行

政

視

察

研

修

◆ 

視
察
日

　

 

平
成
30
年
２
月
14
日（
水
） 

〜
15
日（
木
）

◆ 

研
修
施
設

　

 

① 

お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー
く
る
る
ん

　

 

② 

芦
北
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

◆ 

参
加
者

　

 

議
長
・
産
業
建
設
文
教
委
員
５
人

　

 

淡
田　

橋
本　

浜
野　

平
田　

永
安　

永
田

◆ 

研
修
テ
ー
マ

　

 

① 

直
売
所
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

　

 

② 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

　

大
木
町
は
、
福
岡
県
の
南

西
部
に
位
置
し
、
水
郷
柳
川

に
隣
接
し
た
農
業
の
町
で
久

留
米
市
、
筑
後
市
、
柳
川
市
、

大
川
市
と
町
境
を
な
し
て
い

る
。

　

ま
た
、福
岡
市
か
ら
電
車
で

約
１
時
間
、九
州
自
動
車
道

利
用
で
約
50
分
の
距
離
に
あ

り
福
岡
都
市
圏
を
構
成
す
る

市
町
の
ひ
と
つ
と
な
って
い
る
。

２
月
14
日

福
岡
県
大
木
町　

お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー
『
く
る
る
ん
』

２
月
15
日

熊
本
県
芦
北
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー

『
く
る
る
ん
』は
、
バ
イ
オ
マ

ス
セ
ン
タ
ー
と
農
産
物
直
売

所「
く
る
る
ん
夢
市
場
」・
健

康
地
域
応
援
レ
ス
ト
ラ
ン

「
デ
リ
＆
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
く
る

る
ん
」を
営
む
道
の
駅
お
お

き
か
ら
な
る
施
設
で
、
環
境

の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。

◎
道
の
駅
の
状
況

①
農
産
物
直
売
所
は
、
田
園

の
中
心
地
に
あ
る
直
売
所

と
し
て
の
利
点
を
生
か

し
、
新
鮮
、
安
心
な
採
り

た
て
野
菜
を
は
じ
め
豊
富

な
品
数
が
揃
っ
て
お
り
、

活
気
あ
る
店
舗
で
あ
る
。

②
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、「
食
と

農
」を
テ
ー
マ
に
地
域
の

食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
多
く
、
野
菜
料

理
を
中
心
と
し
た
和
洋
の

料
理
が
揃
っ
て
い
る
。

③
農
業
体
験
や
収
穫
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
随
時
開
催
し
、

特
産
品
の
情
報
、
地
域
の

情
報
を
発
信
さ
れ
て
い

る
。

◎ 

ま 

と 

め

　

お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー

「
く
る
る
ん
」は
、
し
尿
処
理

循
環
施
設
も
併
設
さ
れ
て
い

る
が
、
地
元
住
民
に
と
っ
て

は
迷
惑
施
設
で
は
な
く
、
む

し
ろ
歓
迎
す
る
福
利
施
設

で
、
直
売
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン

の
利
用
な
ど
地
域
住
民
の
憩

い
・
集
う
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
終

え
、
佐
々
町
の
行
政
施
策
に

反
映
で
き
る
点
を
多
く
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

農産物直売所の店舗内

商品の品揃えが豊富な道の駅おおき
　

１
９
９
５
年
に
佐
敷
町
・

大
野
村
・
吉
尾
村
が
合
併
し

葦
北
町
が
発
足
、
１
９
７
０

年
に
葦
北
町
・
湯
浦
町
が
合

併
し
芦
北
町
が
発
足
、
２
０

０
５
年
に
は
芦
北
町
・
田
浦

町
が
合
併
し
現
在
の
芦
北
町

が
発
足
し
た
た
め
に
小
・
中

学
校
が
多
い
。

◎
主
な
運
営
方
針

①
小
・
中
学
校
な
ど
12
校
の

４
ル
ー
ト
を
配
送
車
４
台

で
配
送
。

②
調
理
員
は
非
常
勤
職
員

（
１
年
雇
用
）

③
給
食
費
は
、
私
会
計
で
地

区
徴
収
員
に
よ
る
徴
収
と

個
人
納
入
の
２
形
態
と

な
っ
て
い
る
。

◎ 

ま 

と 

め

　

給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
の
導

入
は
、
給
食
の
質
の
向
上
と

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を
は
じ

め
、
給
食
環
境
の
改
善
が
大

き
な
目
標
と
な
る
。

　

し
か
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー

を
建
設
す
る
こ
と
と
な
れ

ば
、財
源
の
確
保
を
は
じ
め
、

町
有
地
を
活
用
し
た
建
設
地

の
選
定
、
運
営
方
針
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
検
討
が
必
要
と

な
る
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
検
討
委

員
会
を
新
た
に
設
け
、
町
民

の
理
解
を
得
る
な
ど
の
努
力

も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

フルドライ方式
鉄骨造り２階建
敷地面積 2923.18㎡

芦北町
学校給食センター
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佐
々
町 

小
値
賀
町
議
会
合
同
研
修
会

○
日
時

　

平
成
30
年
２
月
７
日（
水
）

〜
８
日（
木
）

○
場
所

　

北
松
浦
郡
小
値
賀
町
役
場

○
参
加
者

　

淡
田
・
永
安
・
橋
本
・
平
田
・

永
田
・
長
谷
川（

議
員
６
人
）

　

議
会
事
務
局（
２
人
）

○
研
修
内
容

　

小
値
賀
町
議
会
の
議
会
改

革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
従
来
の
慣
例
に
縛
ら
れ
ず

自
分
で
考
え
る
議
会
改
革
」

　

小
値
賀
町
は
五
島
列
島
の

北
部
に
位
置
し
、
大
小
17
の

島
か
ら
な
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
西
海
国
立
公
園
と
し
て

指
定
さ
れ
た
自
然
豊
か
な
景

観
に
恵
ま
れ
た
、
人
口
約
２

６
０
０
人
の
町
で
あ
る
。

　

リ
ゾ
ー
ト
施
設
や
コ
ン
ビ

ニ
は
な
い
が
、
自
然
と
共
存

し
自
給
自
足
、
物
々
交
換
が

今
も
日
常
と
し
て
息
づ
い
て

い
る
。

　

中
央
集
権
型
の
地
方
自
治

（
受
け
身
的
な
議
会
）か
ら
地

方
分
権
型
の
地
方
自
治（
能

動
的
に
行
動
す
る
議
会
）へ

と
移
行
し
、
町
民
と
と
も
に

歩
む
議
会
、
そ
し
て
政
策
を

提
言
す
る
議
会
へ
と
方
向
性

を
変
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、

地
域
の
問
題
は
地
域
で
解
決

し
、
自
治
体
の
将
来
を
左
右

す
る
議
会
の
役
割
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
全
員
協
議
会
及

び
勉
強
会
を
年
間
20
〜
30
日

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
諸
問

題
を
共
有
す
る
対
策
協
議
を

月
２
回
を
目
途
に
開
催
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
議
会
活
動
と
し
て

は
、
国
、
県
、
事
業
者
へ
の

積
極
的
な
働
き
か
け
を
重
視

し
、
各
議
員
は
議
会
報
告
、

意
見
交
換
会
等
を
自
主
的
に

開
催
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
と
お
し
て
町
民
と

と
も
に
歩
む
議
会
を
確
立
し

た
。
さ
ら
に
、
模
擬
広
聴
会
、

夜
間
議
会
で
は
各
議
員
の
一

般
質
問
終
了
後
、
議
論
に
対

し
傍
聴
者
か
ら
の
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
町
民
に
議

会
の
関
心
度
を
促
し
、
可
能

な
限
り
住
民
の
意
見
を
政
策

に
反
映
さ
せ
る
改
革
に
よ

り
、
小
値
賀
町
は
全
国
の

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」「
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
大
賞
」な
ど

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

本
町
も
小
値
賀
町
と
同
様

に
、
平
成
大
合
併
時
に
単
独

行
政
を
選
択
し
、
現
在
地
域

的
に
差
は
あ
る
が
、
こ
れ
か

ら
の
議
会
運
営
、
活
動
を
本

来
あ
る
べ
き
地
方
自
治
の
姿

に
向
け
て
、
町
長
と
議
会
、

町
民
と
の
新
た
な
関
係
を
構

築
し
、
議
会
活
動
を
行
政
に

反
映
す
る
方
向
性
の
示
唆
を

う
け
た
。

　

ま
た
、
本
町
と
小
値
賀
町

議
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
講

師
、
田
口
一
博
氏
の
講
演
で

「
ご
み
焼
却
場
関
連
」を
テ
ー

マ
と
し
た
内
容
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
充
実
し

た
研
修
会
と
な
っ
た
。

講師・田口一博氏の記念講演

ワークショップの様子
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印
刷
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

佐
々
町
議
会
だ
よ
り
は
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

議
会
日
誌

【
１
月
】

９
日

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

15
日

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

19
日

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

23
日

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

24
日

　

産
業
建
設
文
教
委
員
会

30
日

　

総
務
厚
生
委
員
会

【
２
月
】

６
日

　

産
業
建
設
文
教
委
員
会

７
〜
８
日

　

小
値
賀
町
議
会
と
の

合
同
研
修
会

９
日

　

総
務
厚
生
委
員
会

14
〜
15
日

　

産
業
建
設
文
教
委
員
会

　

先
進
地
視
察
研
修

　
（
福
岡
県
大
木
町
・

熊
本
県
芦
北
町
）

20
日

　

全
員
協
議
会

23
日

　

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

【
３
月
】

６
日

　

議
会
運
営
委
員
会

　

３
月
定
例
会（
１
日
目
）

７
日

　

３
月
定
例
会（
２
日
目
）

８
日

　

３
月
定
例
会（
３
日
目
）

９
日

　

予
算
勉
強
会（
１
日
目
）

12
日

　

予
算
勉
強
会（
２
日
目
）

13
日

　

予
算
勉
強
会（
３
日
目
）

20
日

　

議
会
運
営
委
員
会

　

３
月
定
例
会（
４
日
目
）

22
日

　

議
会
運
営
委
員
会

　

３
月
定
例
会（
５
日
目
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

か
ら
の
お
願
い

「
佐
々
町
議
会
」の
腕
章
を
着
用
し
た
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
が
、取
材
の
折
に
写
真
撮
影

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

桜
の
季
節
も
去
り
、
若
葉
か
お
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

３
月
議
会
は
平
成
30
年
度
の
予
算
を
審
議
し
、

新
し
い
事
業
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
精
力
的
に
町
民

の
皆
様
方
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
は
議
会
で
何
を
議
論
し
、
何
を
し

て
い
る
の
か
、
町
民
み
な
さ
ま
方
に
議
会
活
動
が

伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
進
化
す
る

議
会
だ
よ
り
の
紙
面
づ

く
り
の
た
め
、
多
く
の

み
な
さ
ま
方
の
声
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
平
田　

康
範
）

町民の声を
募集中！

TEL62-2101
FAX63-5398

次回定例会の傍聴ご案内
６月中旬頃を予定しています。日程については、
広報無線、佐々町公式ホームページでお知らせ
します。

３月定例会傍聴数は19人でした。

編
集
後
記

議会傍聴アンケート募集
佐々町議会では、傍聴をされた方からご意見・ご要望をいた

だき、今後の議会運営に役立ててまいりたいと考えています。

アンケート用紙につきましては、議場傍聴席入口に設置して

おりますのでご協力よろしくお願いします。
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